
医療・健康・長寿

分類（出所） 番号分類 項目 ご意見の内容 ご意見に対する市の考え方

パブコメ

（意見交

換会）

1

医療・健

康・長寿

 地域医

療福祉連

携による

安心な地

域づくり

の推進

【進捗率の高い取組】

ご近所福祉の実施　　立ち上げ実績　20箇所　83％とあるが、運営面でかなり苦

戦しており、民営化も課題が多いと思う。(琴芝校区)

ご近所福祉の拠点活動は、地域での支え合いに向け、重要なものと考えておりますので、今後もご近

所福祉活動の継続を支援してまいります。

パブコメ

（意見交

換会）

2

医療・健

康・長寿

 地域医

療福祉連

携による

安心な地

域づくり

の推進

最近では地域との関わりがとぼしくなって、隣近所の人との交わりもほとんどな

い。名前すら知らない人もいる。老人が多くて、この先病気のことを考えると不

安でいっぱい。もう少し近隣の輪が出来るともっと楽しくなるのでは・・・

『地域医療福祉連携による安心な地域づくりの推進』において、「ご近所福祉活動推進事業」や「独

居高齢者支援・認知症対策強化事業」により、地域において、安心して日常生活を送ることができる

ような取組を行っていきます。

パブコメ

（意見交

換会）

3

医療・健

康・長寿

 地域医

療福祉連

携による

安心な地

域づくり

の推進

ご近所福祉の実施

校区に一つということで24か所だと思うが、立ち上げてその後廃止となっている

ところも数多くあると思うので累計で考えるのは適切ではないと思う。

目標は、実際に活動を実施している拠点数とします。

パブコメ

（意見交

換会）

4

医療・健

康・長寿

 地域医

療福祉連

携による

安心な地

域づくり

の推進

介護保険ショートスティは何故いつでも入れないのでしょうか。急用の時に入れ

ない順番。施設によると申し込む日がまちまちである。

―

パブコメ

（意見交

換会）

5

医療・健

康・長寿

 地域医

療・救急

医療の充

実

療養型の病院が少なく、古くなった病院もある。医者、看護士、介護士の育成が

必要と思う。サービス付高齢者向け住宅が増えているが、内容の点検（訪問して

責任者と話をするだけでは実態はわからない）

『地域医療・救急医療の充実』において、病院の実態把握に努め、勤務医等の医療従事者が働きやす

い環境の整備や人材確保について、県、医師会等と連携を図りながら、市としてできる支援に取り組

みます。

なお、サービス付き高齢者向け住宅については、状況報告、立入検査、指示、登録の取消し等の指導

監督を県が行っております。

パブコメ

（意見交

換会）

6

医療・健

康・長寿

 地域医

療・救急

医療の充

実

在宅介護を進めるにあたっての訪問診療主体の診療所等訪問診療を増やし、地域

医療の充実をお願いしたい。

『地域医療・救急医療の充実』において、医療提供体制の確保に取り組むとともに、『地域医療福祉

連携による安心な地域づくりの推進』において、地域ケア推進事業の中で、地域で支える地域ケア体

制の充実を図るよう取り組みます。

意見交換

会（2回

目）

7

その他の

質問・意

見

 健康づ

くりの推

進

健康教室をしているが、市の出前講座が年間2回程度しか利用できない。

利用できる回数を増やしてほしい。

健康づくりについては、市政情報出前講座のメニューや、各地域からの依頼を受けた独自のメニュー

など、年間50回以上、また、介護予防を目的に市内50以上の地域団体に委託して開催している宇部市

地域参加型機能訓練事業のメニューの中で100回以上（各箇所2回程度）、保健師・看護師等を派遣し

ています。多くの地域で健康づくり活動を展開していただき、保健師、看護師が派遣できるよう、1

団体には2回程度の派遣とさせていただいています。御理解ください。

なお、保健師等は、このほか、地区担当制に基づき、保健福祉の地域課題や個別相談などの地域活動

も展開することにより、地域の健康づくりに取り組んでいます。

1



医療・健康・長寿

分類（出所） 番号分類 項目 ご意見の内容 ご意見に対する市の考え方

パブコメ

（意見交

換会）

8

医療・健

康・長寿

 健康づ

くりの推

進

JA（全国農業中央会）では「１００歳プロジェクト」の一環として、ウォーキン

グを積極的に取り入れており、組織を挙げてウォーキング公認指導員の資格を目

指し取り組んでいる。近県でも行政の担当者が全国の主要大会へPRを兼ね参画さ

れている。

今後市全体のウォーキングを活性化し、医療費削減のため、行政の担当者は自ら

率先して県内外の主要大会へ参加され、ノウハウを蓄積されてはどうか。専任の

担当者を設けじっくりと取り組んでもらいたい.

ウォーキングイベントは、市担当者がウォーキング推進員など市民の協力を得て、関係機関とも連携

しながら開催しています。

イベント開催に必要なノウハウについては、市や県が実施する研修に参加し、医療・救急分野の専門

的知識などを学ぶとともに、県内外のウォーキング大会への積極的な参加を通じて、魅力的なイベン

ト開催のノウハウを学んでいますが、あわせて、今後は、本市のウォーキングイベントの情報発信に

も努めます。

運動などによる生活習慣の改善は、医療費削減や健康寿命の延伸につながるため、今後も｢アクティ

ブライフ宇部推進事業」において、ウォーキングの活性化を図っていきます。

パブコメ

（意見交

換会）

9

医療・健

康・長寿

 健康づ

くりの推

進

ウォーキングについては保健センター（推進員）や常盤公園活性化推進室でも常

盤湖畔を中心に同じようなイベントが開催されている。

スポーツ振興課、体育協会、コンベンション協会と含め、人、物、金の面でムダ

は無いのか。集約化できないか。

宇部市健康づくり計画「アクティブライフ宇部Ⅱ」の中で身近な運動を取り入れ市民が健康で活動的

な生活が送ることを推進しています。

現在、市内で開催している主なウォーキングイベントは他課等と連携しながら健康推進課が中心とな

り実施しています。

｢アクティブライフ宇部推進事業」に基づき今後はさらに関係機関と連携を図り、｢ウオーキング推進

員」の協力を得ながら効率的に行なっていきます。

その他

（市外政

策提言）

10

医療・健

康・長寿

 生涯現

役社会づ

くりの推

進

中期実行計画の方向性や施策に関して特段の違和感があるわけではありません

が、まもなく65歳を向かえる私たちの年代は次第にリタイアする人が増えてきて

います。

リタイア後、東京郊外に隠遁しようとする人も居ますが、郷里に帰ろうとしてい

る人も居ます。

特に郷里に帰る人は、宇部市の外で、いろいろな仕事を経験してきた人たちで、

それなりの経験、技能やノウハウを持っています。

これらの郷里に帰っていく人に限りませんが、リタイアした人たちをもっと活用

できるような仕組みがあると良いのではないかと思います。

「地域経済の活性化」・「産業力強化・雇用対策」・「高齢者・若者等の知識・

技能の活用」のところに「高年齢者労働能力活用支援事業」とありますが、具体

的には、ここのリソース確保の一環として、リタイアして、特に帰郷する人たち

が経歴や希望などを登録しておいて、需要や求めに応じて、有給・無給で貢献す

るといった仕組みがあるとよいのではないかと思います。

パブコメ

（意見交

換会）

11

医療・健

康・長寿

 生涯現

役社会づ

くりの推

進

高齢者の役割分担をＰＲし、協力体制を整備する。

パブコメ

（意見交

換会）

12

医療・健

康・長寿

 生涯現

役社会づ

くりの推

進

川柳になっている「ピンピンコロリと子孝行」とあります。元気で健康な人生を

送るために、高齢者の雇用対策までに行かなくても半雇用や有償ボランティア制

度を発足させて現役時代の知識・技術を活用したらどうですか。

パブコメ

（意見交

換会）

13

医療・健

康・長寿

 生涯現

役社会づ

くりの推

進

定年後の人々をもっと活用できるように企画指導してみたら良いのではないで

しょうか。

意見交換

会（2回

目）

14

医療・健

康・長寿

 生涯現

役社会づ

くりの推

進

「生涯現役社会づくりの推進」のなかで、「高齢者の本領発揮事業」の具体的な

内容は。各校区の見守り隊のようなことをするのか。

パブコメ

（意見交

換会）

15

医療・健

康・長寿

 生涯現

役社会づ

くりの推

進

「生涯現役社会づくりの推進」が進むと、県外に住んでいる住民が宇部に帰って

くるインセンティブになると思う。

高齢者が長年培った知識・技術・経験を生かし、地域を支える力として社会参加できる環境の促進を

支援する事業として、新たに「高齢者の本領発揮支援事業」を実施します。
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医療・健康・長寿

分類（出所） 番号分類 項目 ご意見の内容 ご意見に対する市の考え方

パブコメ

（意見交

換会）

16

医療・健

康・長寿

 総合的

な食育の

推進

新規の「地域食育活動推進事業」頑張ってください！

教室を飛び出し、地域（畑、漁場）での現地での学びが大切。ボランティアでは

なく一次産業者との交流にもっと力を。特に小野のお茶！（「山口茶」）。あれ

だけ、毎年子どもたちがたくさん来るのに「小野茶」と思いこんでいる。違うの

に。60haある茶畑も今年さらに10haは放棄地に。茶畑がなくなる日も遠くはな

い。市民の茶園を作ったり（←以前（3年前）環境課の女性会議であがった「プ

レゼント･ツリー」のお茶バージョンをぜひ）、茶の挿し木をもって帰ってもら

うなど山口茶を身近に。知名度もあげねば。

「地域食育活動推進事業」は宇部市食育推進計画に基づき、関係機関（家庭、保育園・幼稚園・学

校、地域団体、生産者・食品関連事業者）が相互に連携・協力し、子どもから高齢者までの食育を推

進しています。地元の特産を知り、それを味わうことも食育活動の一環であり、小野地区で生産され

る「山口茶」「小野茶」については、お茶まつりや小学校で行う茶摘み体験、新茶を味わう会などの

開催を通じて食育を推進しています。また、小野地区で生産される「山口茶」「小野茶」は、消費拡

大に向けて知名度を高めるため、「プレゼント・ツリー」等の実施について、関係機関と取り組みを

検討し情報発信に努めていきます。なお、茶園の放棄地対策は早急な対応が必要と考えており、地元

生産者をはじめ、ＪＡや県と連携して、作業が補完できる体制づくり（共同作業体系の導入や法人

化）の協議を進めています。

意見交換

会（2回

目）

17

医療・健

康・長寿

 総合的

な食育の

推進

小中学校の食育推進について、食べ物を育てて、いただくという「達成感」を醸

成する機会を創るといいのでは。

学校菜園等を利用した野菜作りや稲作など、各校の実情に応じた取組を行っています。また、地元の

生産者の話を聞いたり、栽培の様子を観察したりすることで、食に対する理解を深めています。

パブコメ

（意見交

換会）

18

医療・健

康・長寿

 総合的

な食育の

推進

【健康】

小中学校の食育の推進

家族全員で食事をする割合の目標60％とありますが、低すぎませんか。少なくと

も90％以上にしていただきたいと思います。

中期実行計画での指標を「毎週2回以上自宅において家族全員で食事をする機会の割合（小学校1年

生）」とし、目標値を90%と見直しました。中期実行計画の「地域食育活動推進事業」において、目

標値に近づくよう、さらに、家庭、保育園・幼稚園・学校等と相互に連携・協力して取り組みます。

意見交換

会（3回

目）

19

医療・健

康・長寿

 公園緑

地の整

備・活用

公園の整備について、相生町の刈り込みができていない。

公園整備は順番に行っていけばいいのではないか

現在、公園の剪定や草刈については、状況を見ながら順次対応しています。

また、老朽化した施設（トイレや遊具等）については、地域住民の方々のご意見を伺いながら、順次

更新しています。

今後も、平成25年度に策定する都市公園施設長寿命化計画に基づき、地域のニーズに応じた遊具等の

改善、更新を行っていきます。
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